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 次 に(16)ノ 式 の中の諸 恒数 に實験値 を入 れて種 々なるvの ときの(θz)maxの 値 の攣 化 を

求 め ると第4圖 のや うに(θz)maxは 或vの 値 まで は略 直線 的に増加 す るが以後 は殆 ん ど一定

にな る。 この曲率 の非 常に小 なる黒占vcritは, R, q,〔A〕 。, k, K, Cp,ρ, Uの 函 数 で あ るが,

之 等 の諸 恒数 の値 とvcritと の問 の關係 を實駒 をぜ すに計算 のみで知 る ことが 出來 れば,反 慮

管 の温度 調節上極 めて便利で あることは 明かで ある.之 に關 して或簡 軍化 の爲 の工夫 の下 にそ

の方法 を述べた.(細 部 省略)

       磁 榔 融 着 機 構 の 研 究(第 蝦)

        焼 成 中 に 於 け る磁 鄭 鐡 板 の 酸 素 吸 牧 に 就 て

              田  代   仁

 施紬 した軟鋼板を櫨の中に入れるとガラス粒子が軟化 し鐵表面を蔽つた後 も室中の酸素はガ

ラス融液の薄暦を通つて鐡表面に達 し鐡 を酸化する・この酸素の侵入速度が熱成中どの様に攣

るか を測定する事は軟鋼と粕の融着が完成する迄の経過 を知る上に極 めて必要で あると考へた

ので この研究を行つた.

 測 定 方 法:施 紬 した軟鋼 片を石英管に入れ,管 の中に1/5氣 腿 の酸素を充填 した後,

電氣燵中で900。Cに 加熱する・ 軟鋼 片によつて吸牧 されただけの酸素を石英管に連結 したマ

ノメーターを見ながら絶へす補充する・補充鼠と焼成時間の關係 より酸素吸牧速度を求める・

 結 果 及 び 考察:(1)ガ ラス粒予が熔 ける前に酸素は自ili ic粒子の間 を通 り抜けて鐵表面

に酸化鐵暦をつ くる.ガ ラスが熔けて鐡 表面 を蔽つて もこの酸化鐡 暦がガラスと鐵の間にある

間は酸素の吸牧は始まらない.酸 化鐡暦がガラス融液 中に溶解沿失 した後に(li三しく云へば少

くとも1μ 以下の厚さになつた後に)酸 素の吸牧が始 ま り可成 り長い間吸牧速度は1定 に保た

れる・ガラス中の酸化鐵の濃度が飽和黙に近 くなるとその速度は減する・所謂焼成最適時間と
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            阿部:豊 田;小 なる導燈の電氣抵抗測定法

は吸 牧速 度が減 す る前で あつて,之 よ りその様 な時 間で 櫨か ら取 出 した班邸 製 品は少 くと も冷

却前 で は ガ ラス暦 と鐡 表 面 は直接接 鯛 し,1部 で 云 はれて ゐ る様 に1μ 程 度の厚 い酸化鐡暦 が                               ノ

爾者の間に存在する様な事はないと考へ られる・

 (2)密 着剤 として粕 に少量加へる酸化 コバル トがガラス融液暦中の酸素通温速度を助ける

との読が あるが,酸 化 コバル トの含有の有無にかかわ らす吸牧速度は同様な経過を示 した・

       小 な る導 膿 の電 氣 抵 抗 測 定 法

              阿  部   清

              豊  田   實

試料の寸法が小 さく,月 電 氣抵抗 も小なる揚合には,そ の抵抗の測定は從來の方法では非常

に困難で あつた・かか る揚合の測定を容易ならしむ可 く,我 々は次の如 き新 らしい方法を研究

した.

 其の要窯は試料を高周波磁揚内に置き,試 料に生する渦流によるジユール熱か ら其抵抗 を求

めるにある・

 装置は第一圖の如 く,ソ レノイ ド中に試料とベークライ ト(試 料 と同形同大の もの)を 吊し

      第  1 圖        各々に銅 とコンスタンタンより成 る熱電堆 を取付

                    ける.そ して夫々の熱電堆の熱起電力が互に打潰

     コセスタゆ 検 し舗 に接羅 ・かや・に装置して・川

               凱 ド中嫡 周灘 瀧 通棟 ば・試綿こは瀧 牲

§ 釧1 言f曇欝 麟 ∴ 蔽2葺磐瓢
 o           o
 o      lo         此の影響 を補償する爲にべ一クライ トを設けたの

巳ぺ伽 鄭  である・

                    かや うに して交番磁揚中に試料 を置けば,或 時

間後には温度の上昇は停止 して4衡 歌態に達する.す ると此の揚合の試料の温度上昇(渦 流の

みによる もの)か ら,そ の固有抵抗は次の様にして求められる。
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